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2. 高温超電導体 Bi2Sr2CaCu2O8+x 
 結晶構造は図１であり、BiO2 層と CuO2 層からなっ
ている。図で示す BiO2層間はファンデルワールス力で
結合しているため、試料はここでへき開する。今回使
用した試料は縦横 4mm×1mm 厚さ約 0.12mm のものを
使用した。 
3. 原子間力顕微鏡(AFM) 







4. AFM による BSCCO表面の観察 
 試料表面での階層構造を観測するため走査範囲を変
え な が ら 、 4μm×4μm 、 2μm×2μm 、 1μm×1μm 、
0.1μm×0.1μm の範囲で 200×200 点での測定を行った。














































 ラフネス解析       フーリエ解析 
図 3 解析結果 
